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食の安全性からみた不安要因

(食品安全委員会食品安全モニター調査 n=448名 （平20．6実施）

平16年74.7%
平17年77 0%平17年77.0%
平18年69.4%
平19年61.5%



遺伝子組換え食品の現状とイメージ遺伝子組換え食品の現状とイメ ジ



組換え食品のイメージは？組換え食品のイメージは？組換え食品のイメ ジは？組換え食品のイメ ジは？

遺伝子組換えと聞くと、なにか、こわい

遺伝子を食べて大丈夫なの？

安全性が100%証明されているなら食べても
良い良い

表示を見て組み換えてないものを買う





ダイズ（ 品種） 除草剤 影響を受けな （ 品種）

日本で食品として承認された遺伝子組換え作物

ダイズ（５品種） 除草剤の影響を受けない（４品種）

　高オレイン酸

トウモロコシ（３６品種） 　害虫に強い（６品種）

　除草剤の影響を受けない（５品種）

　高リシン

　害虫に強く、除草剤の影響を受けない（２３品種）

　高リシンで害虫に強い

ジャガイモ（８品種） 害虫に強い（２品種）ジャガイ （ 品種） 害虫に強 （ 品種）

　害虫及びウイルスに強い（６品種）

ナタネ（１５品種） 　除草剤の影響を受けない（１３品種）

　除草剤の影響を受けず、雄性不稔

　除草剤の影響を受けず、稔性回復

ワタ（１８品種） 除草剤の影響を受けない（６品種）ワタ（１８品種） 除草剤の影響を受けない（６品種）

　害虫に強い（３品種）

　害虫に強く、除草剤の影響を受けない（９品種）
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テンサイ（３品種） 　除草剤の影響を受けない（３品種）

アルファルファ（３品種） 　除草剤の影響を受けない（３品種）

平成２０年２月１２日現在



ダイズの 輸入量 約 万

国内生産量
約２３万ｔ

国内生産量 5％

ダイズの
自給率は５％

輸入量 約４１６万ｔ
約２３万ｔ

輸入量
約４０４万ｔ

輸入量95％

ダイズの輸入状況

カナダ
その他 非遺伝子組

アメリカでの栽培状況
カナダ

7%

ブラジル

4% 換え農作物
栽培面積

9%

アメリカ

9%

遺伝子組換
え農作物栽アメリカ

80%

がアメリ

農
培面積
91%

91％が
遺 換
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資料：平成18年度食料需給表、農林水産技術会議、日本貿易統計、米国農務省等

80％がアメリ
カからの輸入

遺伝子組換え



ダイズの加工用内訳
食料等

みそ用
4%

しょうゆ用
1%

飼料用
食料

食料等
約112万ｔ

3%

その他

食料
20% 加工用

約315万ｔ

製油用

その他
2%

加工用
75% 製油用

95%

75%

油、しょうゆは
表示義務の対象外
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資料：平成18年度食料需給表



トウモロコシは
ど輸 に依存

輸入量約４１６万ｔ
ほとんど輸入に依存

輸入量
約１ ６７０万ｔほぼ全量輸入量

アルゼンチン

約１,６７０万ｔほぼ全量輸入量

トウモロコシの
輸入状況 2%

中国
4%

その他
0%

アメリカでの栽培状況
輸入状況

非遺伝子組
換え農作物
栽培面積

アメリカ
94%

遺伝子組換
え農作物栽

27%

94％がアメリ
カ

培面積
73%

73％が
遺伝子組換え

4

カ
からの輸入

遺伝子組換え

資料：平成18年度食料需給表、農林水産技術会議、日本貿易統計、米国農務省等



トウモロコシの加工用内訳

加工用
約３８１万ｔ

工業用・その他、ア
ルコール用 ３％

約３８１万ｔ

飼料用76％

加工用
23％

コーンスターチ用 ９７％

食料１％

コ ンスタ チ用 ９７％

飼料用
約１,２３４万ｔ

約３７１万ｔ
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資料：平成18年度食料需給表



遺伝子組換え食品の安全性



GM食品の安全性評価の
基本的考え方基本的考え方

Concept of Substantial Equivalence（実質的同等性の概念）

組換える前の既存の食品と比較しうること

p q 実質 概

食品の安全性は個別成分ごとに行うのは困難食品の安全性は個別成分ごとに行うのは困難

既存の食品を比較対照にして総体的に評価する

組換えDNA技術によって付加されることが予想される

全ての性質の変化について、その可能性を含めて安全ての性質の変化について、その可能性を含めて安

全性評価を行う

科学的に同等の安全性を確保し、商品化を認める



従来育種で行われてきたこと従来育種で行われてきたこと従来育種で行われてきた と従来育種で行われてきた と
約約10,00010,000年前の農耕の開始とともに、野生植物（雑草）から栽培種年前の農耕の開始とともに、野生植物（雑草）から栽培種
を創り出してきたを創り出してきた

・・ 交配育種交配育種

（おしべとめしべによる交配と（おしべとめしべによる交配と

を創り出し きたを創り出し きた

（おしべとめしべによる交配と、（おしべとめしべによる交配と、
優良個体の選別）優良個体の選別）

突然変異突然変異・・ 突然変異突然変異
（自然に起こるまたは人為的に（自然に起こるまたは人為的に
起 した突然変異と起 した突然変異と起こした突然変異と、起こした突然変異と、
優良個体の選抜）優良個体の選抜）

・・ 遺伝子組換え遺伝子組換え
（分子レベルでの育種；形質ごと（分子レベルでの育種；形質ごと（分子レベルでの育種；形質ごと（分子レベルでの育種；形質ごと
の改良）の改良）



組換え食品の安全性評価

使用した植物・DNAの情報
作物･食用の歴史 導入DNA（ベクター含む）の由来・塩基配

利用した材料
の履歴書

作物･食用の歴史、導入DNA（ベクター含む）の由来・塩基配
列

導入した遺伝
子による影響導入遺伝子の影響 子による影響導入遺伝子の影響

コピー数、安定性、意図しないタンパク質の生産等

作られるタンパク
導入遺伝子産物（タンパク質）の影響

生産される量、通常食するタンパク質の量との比較等

作られるタンパク
質の量的変化

食品としての成分比較
成分分析（主要成分 微量成分 機能成分 有害成分）の比較

組換え体全体
への影響

導入遺伝子産物(タンパク質)の評価

成分分析（主要成分，微量成分，機能成分，有害成分）の比較

作られるタンパク
質による影響導入遺伝子産物(タンパク質)の評価

アレルギー性･有毒性の評価，代謝系への影響、動物試験

質による影響



組換え大豆を組換え大豆を
例 に し て



大豆構成成分分析の項目

主要構成成分
タンパク質、脂質、炭水化物、灰分、繊維分タンパク質、脂質、炭水化物、灰分、繊維分

アミノ酸組成
アスパラギン酸、スレオニン、セリン、グルタミン酸、プロリン、グリシン、

ギ シ イ メ オ プアラニン、アルギニン、システイン、メチオニン、トリプトファン

種子貯蔵タンパク質の組成
脂肪酸組成脂肪酸組成
パルミチン酸、ステアリン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸等

栄養阻害物質栄養阻害物質
トリプシンインヒビター、フィチン酸、レクチン、ラフィノース、スタキオース

機能成分
ゲニステイン、ダイドゼイン、グリシテイン、クメステロール等

ビタミン、ミネラル類
トコフェノ ル リン カリウム等トコフェノール、リン、カリウム等



食物アレルギーの特徴と評価法
・一部の人々が特定食品にアレルギーを示す

（大人；1-2%，子供；5-8%）
部 食 ゲ 知 れ る・一部の食品はアレルゲンとして知られている

（ピーナッツ、そば、卵、牛乳、小麦等１７０種が知られている）
どんな食品もアレルギ を引き起こす可能性がある・どんな食品もアレルギーを引き起こす可能性がある

（タンパク質のアレルギー誘発性）

既存アレルゲンのアミノ酸配列に相同性があるか・既存アレルゲンのアミノ酸配列に相同性があるか
・ 食品中の主要タンパク質であるか

・消化性が悪いか（10～70kDaのペプタイドが残る）・ 消化性が悪いか（10～70kDaのペプタイドが残る）

（組換え体： 導入タンパク質の安全性評価）（組換 体 導 質 安 性評価）

・ タンパク質の発現量

・人工胃液・腸液による消化試験人工胃液 腸液による消化試験

・ タンパク質データベース検索によるホモロジーチェック



CP4EPSPSタンパク質の消化性テスト

人工胃液処理後の
ウェスタンブロット

人工腸液処理後の
ウェスタンブロット

Harrison, L.A. et al: J.Nut. 126, 728-740(1996)



害虫によるとうもろこしの被害

全米のトウモロコシ栽培面積：全米のトウモロコシ栽培面積：35003500万ヘクタール（生産量は万ヘクタール（生産量は22億億30003000万トン）万トン）

ヨーロピアンコーンボーラーによる被害ヨーロピアンコーンボーラーによる被害

被害総額：年間12億ドル、 使用殺虫剤額：年間10億ドル



不 安 の 声

虫が食べて死ぬよ

うなものは食うなものは食

べたくない

BtBtタンパク質の安全性タンパク質の安全性

食品科学広報センター提供



GM作物の最近の動きGM作物の最近の動き

• 世界的には２２カ国が総面積１億14００万ヘクター
ルで商業栽培を行っている

• イランでGMイネが商業栽培開始イランでGMイネが商業栽培開始

• 未承認GM作物種子の混入問題

（LLライス601〔米国〕 Btライス〔中国〕 Bt63ライス)（LLライス601〔米国〕、Btライス〔中国〕、Bt63ライス)

我が国での承認では？

• 承認済みGM作物系統を掛け合わせたもの（スタッ承認済みGM作物系統を掛け合わせたもの（スタッ
ク品種）の申請が増加

• 栄養成分を改良したGM作物の承認• 栄養成分を改良したGM作物の承認



食品安全委員会遺伝子組換え食品等専門調査会

バ イ テ ク 情 報
• 食品安全委員会遺伝子組換え食品等専門調査会

• 厚労省・遺伝子組換え食品ホームページ
http://www.fsc.go.jp/senmon/idensi/index.html

• 農水省・遺伝子組換え技術情報サイト
http://www s affrc go jp/docs/anzenka/index htm

http://www.mhlw.go.jp/topics/idenshi/

• バイテクコミュニケーションハウス

食品科学広報セ タ

http://www.biotech-house.jp/

http://www.s.affrc.go.jp/docs/anzenka/index.htm

• 食品科学広報センター

• くらしとバイオプラザ21
http://www.fsic.co.jp/bio/index.html

くらしとバイオプラザ21

• 食品の安全性と遺伝子組換え生物の将来展望に関する情報と解説

http://www.life-bio.or.jp/

http://web mcb agr ehime u ac jp/gmo1/
• バイテク普及会

http://cbijapan.com/index.html

http://web-mcb.agr.ehime-u.ac.jp/gmo1/

• 国際アグリバイオ事業団（ISAAA)
http://www.isaaa.org/




